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一
九
六
〇
年
の
日
米
安
全
保
障
条
約
改
定
に
際
し
た
い
わ
ゆ
る
「
核
持
ち
込
み
密
約
」
に
つ
い
て
の
政
府
部
内

の
調
査
に
対
す
る
内
閣
総
理
大
臣
等
の
見
解
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
六
月
一
日
付
の
共
同
通
信
社
に
よ
る
配
信
記
事
を
受
け
た
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
一
九
六
〇
年
の
日
米
安
全
保
障
条
約

改
定
時
に
核
兵
器
を
搭
載
し
た
米
軍
の
艦
船
や
航
空
機
が
我
が
国
に
立
ち
寄
る
こ
と
を
黙
認
す
る
と
し
た
い
わ
ゆ
る
核
持
ち
込

み
密
約
（
以
下
、
「
密
約
」
と
い
う
。
）
に
つ
き
、
外
務
省
事
務
次
官
ら
同
省
の
中
枢
幹
部
が
引
き
継
い
で
管
理
し
、
外
務
大

臣
で
は
な
く
官
僚
側
の
判
断
に
よ
っ
て
、
橋
本
龍
太
郎
、
小
渕
恵
三
両
元
内
閣
総
理
大
臣
ら
一
部
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣
に
の

み
伝
え
て
い
た
と
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
外
務
省
事
務
次
官
を
経
験
し
た
者
四
名
が
同
通
信
社
に
伝

え
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
本
年
六
月
二
十
九
日
付
の
毎
日
新
聞
一
面
に
は
、
一
九
八
七
年
七
月
に
外
務
省
事
務
次

官
に
就
任
し
た
村
田
良
平
氏
が
、
毎
日
新
聞
社
の
取
材
に
対
し
、
「
密
約
」
の
存
在
を
認
め
、
前
任
次
官
か
ら
文
書
で
引
き
継

ぎ
を
受
け
て
い
た
旨
答
え
て
い
る
。
更
に
、
本
年
七
月
七
日
付
の
毎
日
新
聞
一
面
に
は
、
一
九
七
四
年
十
一
月
の
当
時
の

フ
ォ
ー
ド
米
国
大
統
領
に
よ
る
訪
日
に
備
え
、
政
府
が
非
核
三
原
則
の
「
持
ち
込
ま
せ
ず
」
の
箇
所
を
修
正
し
、
米
国
の
核
艦

船
に
よ
る
我
が
国
へ
の
寄
港
を
公
式
に
認
め
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
た
こ
と
を
、
外
務
省
ア
メ
リ
カ
局
長
、
官
房
長
、
駐
米
国

特
命
全
権
大
使
等
を
歴
任
し
た
大
河
原
良
雄
氏
が
毎
日
新
聞
社
の
取
材
に
明
ら
か
に
し
た
と
報
じ
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

一



る
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

前
文
で
触
れ
た
様
に
、
か
つ
て
外
務
省
に
お
い
て
事
務
次
官
等
の
要
職
を
歴
任
し
た
人
物
が
、
自
ら
の
氏
名
を
明
ら
か
に

し
た
上
で
「
密
約
」
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
様
な
流
れ
を
受
け
、
河
野
太
郎
衆
議
院
外
務
委
員
長
は
、
本
年

七
月
十
日
、
村
田
元
次
官
と
直
接
面
会
し
て
「
密
約
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
、
「
『
密
約
』
は
な
い
」
と
し
て
き
た
こ

れ
ま
で
の
政
府
答
弁
の
変
更
を
、
衆
議
院
外
務
委
員
長
と
し
て
政
府
に
求
め
て
い
く
考
え
を
示
し
て
い
る
が
、
政
府
、
特
に

外
務
省
と
し
て
、
右
を
承
知
し
て
い
る
か
。

二

麻
生
太
郎
内
閣
総
理
大
臣
は
、
本
年
七
月
十
四
日
、
記
者
団
に
対
し
、
「
『
密
約
は
な
か
っ
た
』
。
そ
う
ず
っ
と
答
弁
を

申
し
上
げ
て
き
て
い
る
。
密
約
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
私
と
し
て
は
、
改
め
て
調
べ
る
つ
も
り
は
な
い
」
と
述

べ
て
い
る
。
前
文
で
触
れ
た
様
に
、
か
つ
て
外
務
省
に
お
い
て
事
務
次
官
等
の
要
職
を
歴
任
し
た
人
物
が
、
自
ら
の
氏
名
を

明
ら
か
に
し
た
上
で
「
密
約
」
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
、
河
野
委
員
長
も
た
だ
単
に
「
『
密
約
』
は
な
い
」
と
す
る
政
府
の

答
弁
は
認
め
な
い
と
の
意
向
を
示
し
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
密
約
」
に
つ
い
て
の
調
査
は
し
な
い
と
す
る
麻
生
総
理

の
対
応
は
、
国
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
か
。

三

麻
生
総
理
は
「
密
約
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
私
と
し
て
は
、
改
め
て
調
べ
る
つ
も
り
は
な
い
」
と
述
べ
て
い

二



る
が
、
前
文
で
触
れ
た
様
に
、
そ
の
存
在
を
認
め
る
具
体
的
証
言
が
な
さ
れ
て
い
る
今
、
麻
生
総
理
と
し
て
あ
く
ま
で
「
密

約
」
は
な
い
と
す
る
根
拠
は
何
か
示
さ
れ
た
い
。

四

北
朝
鮮
の
核
開
発
等
、
極
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
不
安
定
な
現
状
を
鑑
み
る
時
、
「
持
た
ず
、
作
ら
ず
、
持
ち
込
ま
せ
ず
」

の
非
核
三
原
則
の
う
ち
、
特
に
「
持
ち
込
ま
せ
ず
」
の
部
分
に
つ
い
て
は
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
可
能
性

も
あ
る
と
思
料
す
る
が
、
政
府
と
し
て
、
右
の
見
直
し
に
つ
き
、
今
後
検
討
を
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

三


